










構成要素を挙げる箇所がある。頌歌（ヤスナ ; 以下 Y.）26.4 や神讃歌（ヤ
シュト ; 以下 Yt.）13.149 であり、それら 5 つとはアフー（ahū）、バオダ
フ（baodah）、ウルワン、ダエーナー（daēnā）、フラワシ（fravaši）であ
る。「アフー」および「バオダフ」は普通、「生気」「生命」および「知性」「学
識」と訳され（Kellens 1973, 136; Tatu 2011, 54）、死後の問題とは直接
には関係ない。問題となるのは後者の 3 つである。
「原則的には 3 つの不死なる魂があり、3 つ各々が人の（死後の）運命に
おいて個別の役割を果たしている : 先験する魂（フワラシ）は、死後に、不












































い。もう 1 つは、人の魂の一部ないし魂の諸機能の 1 つを、あるいはその
人の天界的分身（double céleste）を、あるいはその人の良心を、示す語で
あるとされてきた」（Molé 1960, 159）。伊藤義教や M. W. スミスは、例





ワン」の同義性・互換性を強調していたが（Humbach 1959, I, 56-58）、
2010 年の著作では Y.53.1-2, 4 の「ダエーナー」に「見識／宗教（view / 
religion ; Anschauung / Religion）」という、どっちつかずで結局よく分か
らない訳語を与えている（Humbach & Klauss 2010, 159-160）。Y.31.20
等々の「ダエーナー」に与えられた「見識／見識 = 魂（view / view-soul ; 
Anschauung / Schauseele）」なる訳語は更に意味不明である（Humbach 
& Klauss 2010, 89-90）。これに対して J. ケレンスは、Y.53 や Y.31 を含む
ガーサーに登場する全ての「ダエーナー」を「良心（conscience）」で統一
している（Kellens & Pirart 1988-1991, II, 252）。同じく「ガーサー中に
2 つのダエーナーなる語を弁別する余地はない」と考える M. モレは、しか
し、ただ 1 つの語義は「宗教」であると言う（Molé 1960, 160）。





先に触れたように伊藤義教は（伊藤 1967）、「教法」の訳語を当てた 3 箇
所以外は（Y.49.6 ; Y.53.1-2）、ガーサーに登場する全箇所の「ダエーナー」
をそのまま「ダエーナー」と訳さずに音写している（Y.31.11, 20 ; Y.33.13 
; Y.34.13 ; Y.44.9-11 ; Y.45.2, 11 ; Y.46.6-7, 11 ; Y.48.4 ; Y.49.4-5, 9, 
11 ; Y.51.13, 17, 19, 21 ; Y.53.4. 以下ガーサーの原文表記は全て Kellens 
& Pirart 1988-1991, vol.I に従う）。筆頭の Y.31.11 は、アフラ・マズダー




成している」（Kellens & Pirart 1988-1991, II, 236）。スミスはこの語を





する記述がガーサーに 2 箇所ある（Y.45.2 ; Y.46.11）。前者は（Y.45.2）、
ゾロアスター教の特徴とされる二元論の嚆矢であり、「世の始元の二霊」す
なわち善悪は「思想 … 言説 … 意思 … 信条選取 … 行為」いずれも一致し








Y.46.11 yǝ̅ṇg xvǝ̅ uruuā, xvaēcā xraodaṯ daēnā



















Y.51.13 tā drǝguuatō marǝdaitī, daēnā ǝrǝzaoš haiθīm







に āk「対峙するところのもの」（Kellens & Pirart 1988-1991, II, 216, s.v. 
“āk”）であり、チンワントの橋を渡らせまいと怒りに燃えて悪しき死者の
前に立ち塞がる存在である、ということである。従って、Y.51.12-13 では




















となる。伊藤が「二頭の馬」と訳した Y.51.12 の原語 vāzā は両数形であり、
双頭とは言わないまでも、2 馬が形影相伴う緊密なペアを成していたことが
判かる。そして、このような 2 馬はフラワシのものであることを示す箇所














た息子たちを保持していた（asmanǝm vīδārayǝn y āpǝm vīδārayǝn 
y ząm vīδārayǝn y gąm vīδārayǝn y barǝθrišva puθrǝ̅ vīδārayǝn 
paiti.vǝrǝtǝ）̅」（Yt.13.22）し、彼らにより「迸り出る水々は流れ（āpō 
tačinti frāta. čarǝtō） … 草木は大地から生え育ち（zǝmāda uzuxšyeinti 
urvar） … 雲々の中を飛ぶ風が吹く（vātō vnti dunmō.frūtō）」（同
14）し、「太陽はそこなる道を行き（hvarǝ ava paθa aēiti） … 月はそこ
ダエーナーとその図像表現
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なる道を行き（mā ava paθa aēiti） … 星辰はそこなる道を行く（stārō 
ava paθa yeinti）」（同 16）。
そのような馬たちが、旧ピョートル大帝シベリア・コレクションに含まれ




図像もそうした伝説の 1 場面を描出しているとする説があるが（Nickel et 






1971, 52, 57）。彼や H. ニッケルは男が女の膝枕でまどろんでいると見る
が（ルデンコ 1971, 24; Nickel et al. 1975, 152）、K. イェットマーは男が
負傷して横たわっているか、すでに死んでいる可能性を指摘する（Jettmar 
1964, 189）。男を死せる戦士とする M. P. ザヴィトゥキナは、枕元の女を
















脇の 2 箇所に創痍があるようであり、造形時あるいは後代の瑕が 2 つとも
別人物の顔面の同じ箇所につくという偶然を想定しない限り、これもまた 2
人が同一人物である根拠の 1 つとしてよいのではなかろうか。筆者には決






























1 つではなく 2 つの突起が切り残されているという違いを除けば、この騎手
と図 1 の騎手はよく似ている（図 1 の「双馬」の重なり合ったシルエット
は 2 つの切り残しを鬣にもつ 1 馬と見誤りかねない）。両者の類似に関して
ルデンコが指摘するところでは、パジリクのある「アルタイでは男子の顔の
ひげは剃られた」のに、この壁掛けの男は図 1 の男と同様に口髭をたくわえ




（Jettmar 1964, 189）のみが図 2 の女の頭上にある、と見ることも可能か
も知れない。図 1 の女は自身がそれと一体化しているかのような不思議な
























hā ašāunąm urvānō tarasča harąm bǝrǝzaitīm āsnaoiti tarō činvatō 
pǝrǝtūm vīδārayeiti
ašavan たる魂たちを、高きハラー上を越えて同行する彼女が、チンワ




もに男性である義者・不義者が死んで θrity xšapō θraošta「第三夜が経過
しおえて」（伊藤 1967, 380, 382）、すなわち、4 日目になると（HN.2.7, 
25）、義者の場合は南から芳香ある風が、不義者の場合は北から悪臭ある風
が吹いて来て、その風の中にダエーナーが女の姿で現れて死者の魂（ウル
ワン）の前に立つ。義者の daēnā kainīnō kǝhrpa srīray「ダエーナーは美
しい乙女の形姿で」現れ（HN.2.9）、あなたは誰かと問いかけた hē paiti.
aoxta yā hava daēnā: “azǝm bā tē ahmi … hava daēna「彼に、彼のダエー
ナーは答えた。“わたくしは、まこと、御身のものです … 御身みずからの




トから採られている」（Haug & West 1971, iv）。ここでもまたダエーナー
は、善人・悪人それぞれの死者の魂（ルワーン < ウルワン）による誰何に対
し（IV.22; XVII.13）、前者の前には美しい乙女の姿で（IV.18）、後者の前
には醜悪な妖女の姿で現れ（XVII.12）、彼女は zak-i nafshman dīnō va zak-i 
nafshman kūnishnŏ「彼自身のダエーナー（dīn）であり、彼自身の諸々の
行為である」（IV.23）と返答している（原文・訳とも Haug & West 1971, 
ダエーナーとその図像表現
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物の碑文である。サーサーン朝初期の 3 世紀後半（262 年〜 294 年）に活
躍したゾロアスター教の祭司カルティールが現ナクシェ・ラジャブ及びサ
ル・マシュハドに遺したほぼ同文の 2 つの刻文であり（Back 1978, 2; 伊藤 
2001, 258）、前者 59 〜 61 行目＝後者 36 〜 37 行目にダエーナーが登場す
る。
W  KʽN  NYŠḤ  pytʼk  MN  hwrsʼn  ʼwrwn-y  YʼTWN-t  ʼP-m  NYŠḤ 
MN  ZK  ʼgrʼtr-y Lʼ  HZYTN  W  ZK  rʼs-y  ʼYK  …  …  …  …  …  (= 
rwšn-y)  W  KʽN  prʼc  …  ʽLḤ  GBRʼ MNW  ZK  ʼwgwn  cygwn  (= 
krtyr)  hngrp-y  ʽLḤ  LʽYŠḤ  ʽL  LʽYSḤ  HNHTWN  ...d  …(= KBYR ?) 
…  NYŠḤ  W  ZK  GBRʼ  MNW  ZK  ʼwgwn  cygwn  krtyr  hngrp-y ʽLḤ-
šn  ʼknyn  KLʼ  TRYN-n  YDḤ  ʽHDWN  W  PWN  ZK  rʼs-y  ZY  rwšn-y 
ʼ…  …  … …  …  (= ʽL)  (= hwrʼsʼn)  rwn-y  SGYTN-t  W  ZK  rʼs-y 
ʼpyr  rwšn-y  W  PWN  ZK (= rʼs-y ?)  (= ZK ?)  (= GBRʼ ?)  (= ZY ?)  (= 












翻訳ともに Back 1978, 452-454）。












前に PRŠYʼ-n štrdʼr-y「騎馬者たちの将」（伊藤 2001, 258）として登場し（ナ
クシェ・ラジャブ刻文 59 行目 = サル・マシュハド刻文 35 行目 : Kellens 
1973, 135; Back 1978, 451）、サル・マシュハド刻文 46 行目では最終的に
「似姿」および「女」と三者対を成して天国への行列の先頭を進む : W  ZK 
štrdʼr-y  LʽYNY  ʽLḤ  GBRʼ  ZY krtyr  ʼngrp-y  (= h-)  W  NYŠḤ  BʼTR  ʽLḤ 
GBRʼ  ZY  (= krtyr)  (= hngrp-y)「そして、あの将は、カルティールの似姿
であるこの男の前を、あの女は、カルティールの似姿であるこの男の後ろ



















有翼のケンタウロス」を象っているとされるが（Masson & Pugačenkova 























る（?）のが女 1 人ではなく、2 人の男女である点である。しかし、厳密に

















たサーサーン朝期（3 世紀〜 7 世紀）の印章群の幾つかに、ダエーナーの




「マゴス ?」とされ（Bivar 1969, 63, CC1）、銘に zlnypwsy (Zarr-Pus) とい
う男性名が刻まれた印章（図 6b）で女性と同じく手に花を持つ小さな男性

















われるのは、大英博物館蔵品の銘文である（図 6c）。lwšn pndy yzd ʼndyšʼt
「彼が神の光の道を慮らんことを」（Bivar 1969, 63, CC5）。「光の道（lwšn 














解事として、3 柱の天使が随き従っており、この 4 柱に「善行の乙女」を加











その Elect の成員（すなわち死者）の魂に似ている（de la Vaissière 
2005, 362 による引用）。
ニ ョ ー リ が 挙 げ た ソ グ ド 語 マ ニ 教 文 書 断 片 で は（Gnoli 1993, 85, 
fn.47）、死者の前に (δ)ynyfrn δn 3 mrδ’(s)[pndt]「宗教の栄光が 3 柱の大
天使たちを伴って」現れている。δynyfrn の前肢 δyn は確かに『アヴェス
ター』の daēnā に相当するが、この語はソグド語を含む中期イラン諸語の
マニ教文書群では一律「宗教（マニ教）」あるいは「（マニ）教会」を指して






の大天使群アムシャ・スプンタ（Amǝša spǝnta; 中世ペルシア語 ʼmhrspnd / 



















rtšy  xw  xypδ  ʼkrtyʼ  pʼrγẓ  βγy  pt(y)[c]-βγy  δwγth  pwrʼycw  my  ryty 
ʼystw（中略）   psʼkw  xw[….]  rtšy  xwty  rʼδtʼkw  βwt
それから自らの行為（の姿をした）妙なる神、対面する神、処女（神）
が面前にやって来て、（中略）その者のために自ら道案内となり……（原
文は Reck 2003, 337 一部改変、訳は吉田 2009, 6）。
レックによる原文表記は元々 pʼrγẓ  βγy-pt(y)[c]  βγy  δwγth  pwrʼycw で
あり、彼女はここを「驚異に満ちた神なる王女、乙女が」と訳しているが
（Reck 2003, 338）、吉田豊は、別のマニ教文書にも ptyc-βγy「面前に現れ
る神」という名の女神が登場しており、それがこのマニ教のダエーナーたる














（the Virgin of Light / the Light Maiden）」（e.g. 中世ペルシア語 knygrwšn 
/ kanīg-rōšn; パルティア語 knygrwšn; ソグド語 qnygrwšn）で統一してい
















地域にあったソグド共同体の長にあたる薩寶（sabao < ソグド語 s'rtp'w / 
sartapao）の地位にあり、西暦 579 年に 85 歳で死去、その 1 ヶ月後に死ん
だ彼の妻とともに、3 人の息子たちが亡き両親のため翌 580 年に建てた墓に






（e.g.「ウィーデーウダート」13.9; 19.30）の記述通りに 2 匹の犬まで登場
しているので9）、ここに描かれているのは間違いなくチンワントの橋である






妻の後ろには、2 頭ずつ計 4 頭の馬が続いている。前述の「双馬」と見たい
ところだが（この場合死者は 2 人なので馬も 4 頭）、馬たちの後ろには牛や
駱駝たちも続いており、これら動物に関してはゾロアスター教の伝承から
ではなく、死者の生前の役職 sabao = sartapao は本来キャラヴァンの引率
者を意味することからの説明が妥当であろう（de la Vaissière 2005, 362; 
Mikkelsen 2016, 118）。問題なのは動物ではなく、夫妻と一緒に橋を渡っ
ている 2 人の小さな人物である。2 人は夫妻の「馬丁たちあるいは息子たち」
































絵画の製作年代を通説より 1 世紀早い 13 世紀とするグラーチ説を採ったと






シエールは、問題の女神と背後の 2 女を合わせた 3 柱が、画面右上の円光
内の男神に従う 3 柱の神々であろうと見ており、史君墓の図像群がダエー
ナーに相当する存在を図像表現しているか否かについては黙して語らない
（de la Vaissière 2005, 362-363）。図像の 3 柱が花々に加えて酒杯を史君
夫妻に差し出している点も、『目録』の 3 柱の携行品の筆頭に飲酒器が挙げ





月宿（la station de la lune）へ運ばれていることと、太陽神の馬車に対し
て月神の車の牽引獣は牛であることを根拠に、月神であると同定している
（de la Vaissière 2005, 363 and fn.16）。マニ教の宇宙論における月宿の主
神の 1 柱で、神的な贖い（魂の救済）の力そのものでもある「光のヌース
（Nous）」（e.g. ソグド語名 mnwhmyd rwšn）は、マニ教文献群においてはエ
ジプトでも中央アジアでも「光の形体」と同一視されており（Reck 2003, 





末論との図像上の融合」が起こっていると見ている（de la Vaissière 2005, 
365）。マニ教の宇宙論・終末論では、ずっと後代の絵画においてもなお保
持されている基本的観念として（図 9）、救済されるべき魂は天界に昇って
まず月宿へ至り（図 9a 上方の向かって左側の大きな白円 = 図 9b）、そこか
ら次に太陽宿へ移動して更なる純化（光の要素の抽出）を受け（図 9a・同
右側の赤円）、最終的に言わば純度 100% の光となって至高の天国（「光の
国」）へ入る（図 9a 最上部）。前述のように図 7 の時間経緯は、図 9 とは逆
に、画面右側から左側へと進行するので、まず月宿（月神の膝元）へ来た史
君夫妻の魂たちの様子は画面の右側に描かれ、そこから画面左側のド・ラ・
ヴェシエール言うところの「太陽の天国（le paradis du soleil）」へ移動し








原 2002, 特に頁 53 以下と頁 79 の注 26 参照）。しかも、このような神格と
してのゾロアスター教のミスラは、ソグド語マニ教文献群においては太陽宿
の主神である「第三の使者」と同一視されていたのである（原史料群および

































ある。ギメ美術館蔵の絹画 2 点（MG.17657; MG17662）では神格像の傍
らにはっきり「引路菩薩」と墨書されており、吉田が図版を提示している大
英博物館蔵の絹画（SP46, 85×55cm）では、この菩薩の先導で極楽浄土へ


























































































































紀。a: 東京国立博物館ほか編 1985, 
図版 15; b: ルデンコ 1971, 第 38
図。








図 3a 図 3b
図 6c 図 6d
図 6a 図 6b
図 5
図 3　ニサ遺跡出土の象牙製リュトンの先端彫
刻 2 点。a の像高 17cm; b の像高 11.5cm。
トルクメニスタン国立歴史博物館（アシュハ
バード）蔵。紀元前 2 世紀。a: Masson & 
Pugačenkova 1982, pl.27（左）; pl.28-2（右） 
; b: 同, pl.121-4.
図 4　アフガニスタン北部（?）出土の骨角彫
刻。紀元前 2 世紀（?）。像高 5.3cm。筆者蔵
／撮影。
図 5　クシャン朝カニシュカ I 世の金貨。表面
はカニシュカ立像、 裏面は双頭馬に跨がる男神
マズダーワン。紀元後 1 世紀。大英博物館蔵。
藤原 1999, 図 2 ＝藤原 2001, 図 61.
図 6　サーサーン朝期の印章 4 点。4 世紀頃。a: 
大英博物館蔵 no.119358; c: 同, no.119369; 
b, d: 個 人 蔵。a: Bivar 1969, Pl.7, CC1; c:
同, CC5; b: Gignoux & Gyselen 1982, Pl.V, 




図 7　史君墓の家型石棺の東面外壁浮彫。西暦 580 年。155×158cm。













































図 9　マニ教の宇宙図。絹画。14 世紀頃。137.1 × 56.6cm。個人蔵（日








神や、バラモン = ヒンドゥー教の諸神格が登場している（藤原 1999, 31）。この
拙稿当時の筆者はカニシュカⅠ世の登位年を西暦 144 年とする R. ギルシュマンの
説を有力と見ていたが、その後、我が国の研究者たちの多くと同じく H. ファルク
の西暦 127 年説に同調、しかし今は、インドの研究者たちの多くが採っているサ
カ紀元（西暦 78 年）= カニシュカ紀元説が正しいと確信するに至っている。




神格は智慧の象徴として頭が 2 つある馬に跨がっている、と主張した（藤原 1999, 
31 and 40, n.7 参照）。2010 年の著作における彼の見解は、双頭馬の騎手は「ク




けているが（Smith 1929, 152）、「門扉」と「橋」の原語は同一の男性名詞 pǝrǝtu
である。筆者はまた、ケレンスの文法・語源研究に依拠して、「チンワント」は一
般に言われているように「峻別・検別する者」ではなく「（石を）積み上げる者」
であり、この「石工」（Kellens & Pirart 1988-1991, II, 242, s.v. “cinuuaṇt-”）と
は、アフラ・マズダーではなく、インド（ヴェーダ）での天国 = 祖霊界の「王」
ヤマに対応するイランの「王」イマであることを指摘した（藤原2004, 176-177）。









6） オクソス河（アム = ダリア）北岸のタフティ = サンギーン遺跡（現タジキスタン）
からは、ニサのリュトンと同じく象牙を彫った前 2 世紀頃のヘレニスティックな
小像群が出土しており、少なくとも大きさや様式の点では筆者の小像の男女に似て
いるものもある（例えば東京国立博物館ほか編 1985, 図版 49, 50 等）。
7） 所属するラボで自ら理化学的鑑別を行い、「象牙ではなく何らかの動物の骨角であ
る」との分析結果を得てくれた妻の知子に感謝する。
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Daēnā and Its Iconographic Representations:
Zoroastrian and Manichaean Fates of the Dead
by Tatsuya FUJIWARA
In the oldest sources we have today, that is, in the Gathas of Zoroaster, 
a feminine noun daēnā seems to have two connotations. One is “religion” in 
Mazdaism when comprehending its cosmology, eschatology, and soteriology, 
which has provoked little objection. However, over the other connotation 
there has been much discussion. Some scholars think daēnā denotes “con-
science”, while some prefer “view”, and yet others regard it synonymous 
with urvan or “soul”. Moreover, there are scholars who insist that daēnā has 
only one connotation. 
The word is personified already in the Gathas, yet without any definite 
physical appearance, as one who comes forth in front of the dead person to-
gether with that person’s urvan at the Činvant Bridge. This Bridge will not 
allow the dead to go through to heaven when the dead person’s daēnā and 
urvan are angry with that person. In Late Antiquity and the Early Medieval 
period, the personified Daēnā becomes a beautiful maiden who should guide 
the dead to heaven when the person has been right and pious in his or her 
lifetime. It appears that iconographic representations of Daēnā can be found 
among the antiquities of those periods. G. Gnoli (1993), one of the great-
est Iranologists of the world, suggested that Daēnā is seen as the figure of a 
young woman with a flower in her hand portrayed on some Sassanian seals 
(Fig. 6). 
While Gnoli’s argument for identification includes inscriptions beside 
the figures of the woman, in this article, the author’s argument is based pure-
ly on iconography. The figures identified here with Daēnā include no writing 
(Figs. 1-4). It is of special note that the iconographic representation of the 
Činvant Bridge has been found not in the Iranian world nor in Central Asia, 
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but in China (Fig. 7). Moreover, detailed studies by de la Vaissière (2005) 
reveal that the image was not purely Zoroastrian, but had been syncretized 
with Manichaeism. The so-called Manichaean Daēnā appears in 13-14th cen-
tury pictures that were created in China, and also have long been in Japanese 
museum and private collections (Figs. 8-9). Daēnā appears there both as the 
Virgin of Light, a Manichaean goddess who plays an important role in cos-
mology, and as “a maiden”, nameless in most cases, who comes to meet with 
the dead as that person’s soul’s counterpart which shall go on to heaven in 
the Manichaean literature. Finally, 2000 years after Zoroaster, Manichaeans 
succeeded in conciliating the dispute of the two connotations for daēnā in his 
Gathas, by making the salvation of cosmological and eschatological dimen-
sions reside together within the personal salvation of each soul in one entity, 
their Daēnā.
